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2020 年度事業 進捗報告書（実⾏団体） 

● 提 出 ⽇ ： ２０２２年１０⽉３１⽇ 
● 事 業 名 ： 空き家を活⽤して命を守りつなぐ場づくり  
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈東近江三⽅よし基⾦ 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⼀般社団法⼈ TeamNorishiro 
 

①  実績値 

アウトプット 指標 ⽬標値 
達成 
時期 

現在の指標の達成状況 
進捗
状況
＊ 

アウトプット[No.1] 
東近江市において、⼈⽬のつきにくい
空き家を活⽤して⾷の提供とメンタル
サポート、緊急避難場所の提供により、
福祉サービスを利⽤していない引きこ
もりや障がいを持つ本⼈の命を守る体
制が構築されはじめている。 
 

成功体験数
の内容・数 
サポート体
制図 

25 ⼈ 
１式 

2023 年
2 ⽉ 

■空き家を取得し、2022 年 3 ⽉末に改修終了。今後は
⾃分たちで関係組織及び対象者と適宜改修を⾏う。 
■成功体験数の内容・数 
・⾷と⼼の⽀援 8 名 
・緊急的な暮らしの確保 6 名 
■サポート体制 
東近江圏域働き・暮らし応援センター 
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アウトプット[No.2] 
東近江市において、空き家を活⽤して
単⾝⽣活に向けた体験や屋内で交流体
験の他、定期的に働く場の提供により、
福祉サービスを利⽤していない本⼈が
地域で暮らせるための⼒を育む場が構
築されはじめている。 

成功体験数
の内容・数 
サポート体
制図 

50 ⼈ 
１式 

2023 年
2 ⽉ 

■成功体験数の内容・数 
・ひとり暮らしの経験 6 名 
・働く現場と違う交流の経験 22 名 
・定期的に働く経験 
薪 10 名、着⽕材 45 名 
■サポート体制 
TeamNorishiro、Team 困救、東近江圏域働き・暮らし
応援センター 
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アウトプット[No.3] 
東近江市において、空き家を活⽤して
集いと学びの場を提供することによ
り、引きこもりや障がいを持つ本⼈を
⽀える親や⽀援する若者へのコミュニ
ケーションサポート体制が構築されは
じめている。 

成功体験数
の内容・数 
サポート体
制図 

30 ⼈ 
１式 

2023 年
2 ⽉ 

■成功体験数の内容・数 
・親の学ぶとつながりづくり 4回、8 名 
・若者の学ぶとつながりづくり 9 回、67名 
■サポート体制 
TeamNorishiro、Team 困救、東近江圏域働き・暮らし
応援センター 
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アウトプット[No.4] 
東近江市において、空き家を活⽤して
地域の障がい福祉以外の企業や学校な
ど働く⼈を対象に集いと学びの場を提
供することにより、多職種での理解が
促進して、障がい福祉部⾨との連携体
制が構築されはじめている。 

成功体験数
の内容・数 
サポート体
制図 

15 ⼈ 
１式 

2023 年
2 ⽉ 

■成功体験数の内容・数 
・多職種の学ぶとつながりづくり 31回、244 名 
■サポート体制 
TeamNorishiro 
東近江圏域働き・暮らし応援センター 
東近江三⽅よし基⾦ 
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＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
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② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  1.達成の⾒込み   
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐ 短期アウトカムの内容  ☐ 短期アウトカムの表現  ☐ 短期アウトカムの指標 ☐ 短期アウトカムの⽬標値 

5.新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
健康状態の事前チェック、換気 

 
③ 広報 (※任意) 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 対象者に配慮して、広く⼀般に広報することはしない⽅針。 
 

2.広報制作物等 
 対象者に配慮して、広く⼀般に広報することはしない⽅針。 
 
 

3.報告書等 
 2021 年度事業報告書作成  
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添付資料 
活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、３〜4枚程度）  

 
多職種の学ぶとつながりづくり 

 
若者の学ぶとつながりづくり 
 


